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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空

間
博
物
館（
阿
部
寛
樹
理
事
長
）

は
５
月
11
日
、
阿
蘇
火
山
博
物

館
と
協
力
し
、
阿
蘇
火
山
の
情

報
に
特
化
し
た
案
内
窓
口
「
阿

蘇
火
山
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
を

道
の
駅
「
阿
蘇
」
内
に
設
置
し

ま
し
た
。

　
道
の
駅
「
阿
蘇
」
に
訪
れ
る

年
間
１
５
０
万
人
以
上
の
観
光

客
に
対
し
、
中
岳
火
口
の
リ
ア

「
火
山
の
魅
力
、
ご
案
内
し
ま
す
！
」

道
の
駅
「
阿
蘇
」
に
阿
蘇
火
山
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
設
置

ル
タ
イ
ム
な
情
報
を
発
信
し
、

観
光
誘
導
に
つ
な
げ
る
の
が
狙

い
で
、
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
、

よ
り
詳
し
い
中
岳
火
口
の
情
報

の
ほ
か
、
阿
蘇
の
神
話
や
ビ
ュ

ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
案
内
し
ま

す
。

　
ま
た
、
土
曜
・
日
曜
に
は
大

型
ス
ク
リ
ー
ン
を
利
用
し
た
火

口
情
報
案
内
を
午
前
と
午
後
の

２
回
に
わ
た
り
上
映
す
る
予
定

で
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
で
阿
部
理
事
長

は
「
こ
の
取
り
組
み
が

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
、
世

界
文
化
遺
産
登
録
の
足

掛
か
り
に
な
る
よ
う
、

阿
蘇
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

案
内
を
担
当
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

WebTV アソ
動 画

　
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
運
営

す
る
阿
蘇
ネ
イ
チ
ャ
ー
ラ
ン
ド
主
催
の

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
「
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
」
大
会
が
５
月
11
日
、
内
牧
の
施

設
で
行
わ
れ
、
九
州
各
地
か
ら
60
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
と
は
、
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
ス
ポ
ー
ツ
の
一
種
で
、
ロ
ー
プ
な
ど

の
道
具
を
使
わ
ず
に
岩
に
見
た
て
た
ホ

ー
ル
ド
と
呼
ば
れ
る
突
起
物
を
使
用
し

壁
を
登
る
ス
ポ
ー
ツ
で
、
近
年
競
技
人

口
も
増
え
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
競
技
は
、
制
限
時
間
内
に
設
定
さ
れ

た
ホ
ー
ル
ド
を
利
用
し
て
「
完
登
」
を

目
指
す
も
の
で
、
大
会
に
は
、
阿
蘇
市

か
ら
も
小
学
生
を
含
む
10
人
が
出
場

し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て

い
ま
し
た
。

WebTV アソ
動 画

　熊本県及び阿蘇市を含む阿蘇地
域７市町村は、本年度も税務職員
派遣（併任）協定を締結しました。
　この協定は、県及び市町村の税
務職員が相互に連携し、事務の効
率化や、滞納整理の技術と納付率
の向上を目的とするものです。
　４月１７日、阿蘇市ではこの協
定に伴う平成２６年度の辞令交付
式を行い、県職員及び阿蘇郡内６
町村の税務職員の代表１７名に、
市長から本市税務職員としての辞
令が交付されました。
　阿蘇市の税務職員にも、関係町
村から同等の辞令が交付されてお
り、今後は合同での研修会や公売
会等を実施する予定です。

目指せ税収向上！
熊本県・阿蘇郡内町村税務職員に
併任徴収辞令交付

壁をよじ登り、テッペン目指せ！
阿蘇市で初のボルダリング大会
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さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
貢

献
し
た
個
人
や
団
体
を
た

た
え
る
平
成
26
年
春
の
褒

章
が
４
月
28
日
発
表
さ

れ
、
田
子
山
絆
の
森
委
員

会
（
森
山
幸
義
会
長
）
が

受
章
し
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
平
成
２
年
に

発
足
以
来
、
西
小
園
に
あ

る
田
子
山
公
園
内
の
景
観

整
備
や
緑
化
活
動
に
日
々

取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成

18
年
に
は
約
25
年
ぶ
り
と

な
る
原
野
の
野
焼
き
を
行

う
な
ど
、
草
原
再
生
事
業

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間

博
物
館
が
主
催
す
る
「
さ

る
く
会
」
な
ど
で
都
市
と

農
村
の
交
流
を
図
る
な
ど

地
域
活
性
化
に
も
貢
献
し

て
い
ま
す
。

　
森
山
会
長
は
「
田
子
山

は
、
阿
蘇
五
岳
を
望
み
阿

蘇
市
を
一
望
で
き
る
絶
景

ス
ポ
ッ
ト
。
こ
れ
か
ら
も

多
く
の
方
々
に
来
て
も
ら

え
る
よ
う
、
地
域
ぐ
る
み

で
整
備
し
て
い
け
れ
ば
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地域の宝、いつまでも。
田子山絆の森委員会�春の褒章受章

▶
委
員
会
の
皆
さ
ん

▲�

田
子
山
か
ら
望
む
雲
海
の
景
色

（
平
成
24
年
５
月
撮
影
）

　
仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
人
た
ち

を
音
楽
と
料
理
で
も
て
な
そ
う

と
、
四
季
彩
い
ち
の
み
や
南
側

芝
生
広
場
で
５
月
18
日
、
催
し

が
開
か
れ
、
住
民
30
人
が
楽
し

み
ま
し
た
。

　
県
内
を
中
心
に
音
楽
活
動
を

行
う
「
く
ま
も
と
ひ
び
か
せ
た

い
（
高
光
絢
子
代
表
）」
と
、

内
牧
の
料
理
人
で
つ
く
る
内
牧

料
理
維
新
の
会
（
松
岡
陽
仁
代

表
）
が
協
力
し
て
開
い
た
も
の

で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
ピ
ア

ノ
演
奏
や
生
歌
に
合
わ
せ
、
地

元
食
材
を
使
っ
た
多
彩
な
料
理

で
参
加
者
を
も
て
な
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
、「
屋
外
で
良
い

雰
囲
気
の
中
、
音
楽
を
聴
き
な

が
ら
、
美
味
し
い
料
理
が
食
べ

ら
れ
て
大
満
足
」
と
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

音楽と料理で楽しいひとときを―。
仮設住宅の住民招き、おもてなし

WebTV アソ
動 画



Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館
が
主

催
す
る
地
域
散
策
イ
ベ
ン
ト

や
、
料
理
の
飾
り
と
し
て
使
用

す
る
樹
木
の
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス

を
展
開
す
る
な
ど
、
田
舎
の
魅

力
を
発
信
し
、
地
域
ぐ
る
み
で

ま
ち
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

森
代
表
は
「
活
動
を
始
め
、

地
域
の
一
体
感
が
増
し
た
。
今

回
の
受
賞
は
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
の
大
き
な
原
動
力
に
な
り
ま

す
」
と
、
喜
び
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。
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熊
本
県
が
、
県
内
の
農
山
漁

村
に
お
け
る
地
域
活
動
の
優
良

団
体
を
表
彰
す
る
「
く
ま
も
と

里
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
受

賞
者
が
３
月
７
日
発
表
さ
れ
、

楢
木
野
地
区
の
地
域
づ
く
り
団

体
「
元
気
な
ら
ぎ
の
」（
森
新

一
代
表
）
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
部

門
で
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
団
体
は
、
平
成
18
年
に
地

元
に
伝
わ
る
盆
踊
り
を
復
活
さ

せ
た
こ
と
を
契
機
に
、
住
民
に

呼
び
か
け
地
域
づ
く
り
団
体
を

結
成
。
そ
の
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

地域ぐるみで魅力を発信「元気ならぎの」

くまもと里モンプロジェクト受賞

　
子
授
か
り
安
産
の
守
り
神
と
し
て

知
ら
れ
る
乙
姫
子
安
河
原
観
音
で
５

月
８
日
、
例
大
祭
が
開
か
れ
地
元
関

係
者
な
ど
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
子
安
河
原
観
音
は
、
子
授
か
り
と

と
も
に
、
男
女
の
産
み
分
け
の
願
い

も
叶
う
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
は
全

国
各
地
か
ら
約
４
万
人
の
参
拝
者
が

訪
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
乙
姫
区
の
松
岡
友
秋
区
長
は
、「
多

く
の
方
々
が
参
拝
に
訪
れ
、
感
謝
の

手
紙
な
ど
を
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
、

大
変
う
れ
し
く
思
う
。
こ
れ
か
ら
も

子
授
か
り
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る

よ
う
地
域
で
守
り
続
け
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

年間 4万人が参拝
乙姫子安河原観音で例大祭
こ
の
日
は
、
地
元
の
保
育
園
の
遠
足
や
老

人
会
の
人
た
ち
が
訪
れ
春
の
陽
気
の
中
、

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

～人は風土のなかで輝く～

『阿蘇百然』を刊行しました

　市は、昨年秋から進める地域観光振興ブラン
ド「然」の取り組みの一環で、阿蘇の人々の暮
らしや魅力を詰めこんだ書籍『阿蘇百然』を発
刊しました。
　 『阿蘇百然』には、これまで取材を重ねた
106 人の然認定者を掲載するほか、巻末に地図
と連絡先を掲載し観光ガイドブックとしても活
用できる冊子となっています。
　販売は下記の場所で行っており、税込 1,500
円です。ぜひお買い求めください。

（販売場所）○市役所観光まちづくり課○道の駅
「阿蘇」○道の駅波野「神楽苑」○阿蘇インフォ
メーションセンター○一の宮インフォメーショ
ンセンター

問市役所観光まちづくり課 ☎ 22-3174

『元気ならぎの』の皆さん。「無理せん程度にできるしこ」を
合言葉に、肩肘を張らずに地道な活動に取り組んでいます。
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
、15
年
以
上
永
年
勤
続
さ
れ
、

昨
年
12
月
の
一
斉
改
選
に
よ
り

退
任
さ
れ
た
方
々
が
、
そ
れ
ぞ

れ
下
記
の
と
お
り
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
は
、
昨
年
ま
で
多
年

に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
社
会
福
祉
の
増
進
に

貢
献
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

左から亀井さん（左上）、伊藤さん、市原さん、山部チズ子さん、
山部謙一郎さん。

●厚生労働大臣特別表彰
伊藤公美子さん （東 2 区）
山部チズ子さん （塩　塚）
山部謙一郎さん （東 3 区）

●全国民生委員児童委員連合会会長表彰
市原シキ子さん （西仲町）
亀井カヨ子さん （本　村）

※上記３名は下記の表彰も受けられています。

社会福祉の増進に貢献
5 名に民生委員・児童委員表彰

西小園区が

コミュニティ助成事業で

地域活動備品を整備

　地域社会の健全な発展を図ることを目的と
した宝くじの助成金により、西小園区が地域
活動時に不足していたテーブル、イス、調理
機器等を公民館に整備しました。
　このコミュニティ助成事業は、社会貢献広
報事業費を財源として財団法人自治総合セン
ターが助成を行うものです。
　今回の整備により、同地区ではコミュニティ
活動が一層活発になると期待されます。

　
市
営
坊
中
野
営
場
開
き
安
全
祈
願
祭
が

４
月
23
日
行
わ
れ
、
関
係
者
な
ど
約
50
人

が
出
席
し
、
シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全
を
祈
願

し
ま
し
た
。

　

昭
和
48
年
に
開
設
し
た
こ
の
施
設
は
、

九
州
最
大
級
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
で
、

阿
蘇
の
大
自
然
を
満
喫
で
き
る
と
あ
っ

て
、
毎
年
多
く
の
キ
ャ
ン
パ
ー
が
訪
れ
る

人
気
の
施
設
で
す
。

　
隣
接
す
る
草
原
広
場
に
は
、
か
つ
て
有

名
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
か

れ
こ
と
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
施
設
を

管
理
す
る
松
本
勇
二
館
長
は
「
こ
と
し
は

音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
再
開
し
、
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
場
所
に
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

坊中野営場でキャンプ開き


